
望ましい環境像 基本目標 施策の基本テーマ 指標（案）

基本目標1

①温室効果ガス排出量やエネルギー使用量の「見える化」を進めま
す

④地球温暖化対策の取り組みの情報を分かりやすく発信します

②家庭・事業所での省エネ機器等の導入を支援します

③公共施設の率先的な省エネ機器の導入を推進します

①新たな再生可能エネルギーの導入の仕組みを検討します ③公共施設における再生可能エネルギーの導入を推進します

②家庭・事業所での再生可能エネルギーの導入を支援します

①次世代自動車の普及促進等を図ります ⑥エネルギーの地産地消を検討します

②新たな交通サービスを検討します ⑦地域の事業者等との連携による市民運動を推進します

③自転車利用環境の整備を進めます ⑧町田の農産物の地産地消を推進します

④自家用自動車の利用を控え、公共交通利用を進めます ⑨緑地を活用・保全します

⑤再開発等におけるエネルギー効率化を検討します ⑩身近なみどりを増やします

①市民生活や健康への影響に関する対策を推進します ③農業及び自然環境への影響に関する対策を推進します

②洪水、土砂災害への対策を推進します

基本目標2

①生物多様性保全の取り組みを推進します ③外来生物対策を進めます

②市内の生きものの生育・生息状況を把握・公表します ④生物多様性に関する情報を発信します

①里山の環境を活用・保全します
⑤多面的効果を発揮するグリーンインフラの保全・整備を促進
します

②緑地を活用・保全します（再掲） ⑥緑地の現状を把握・公表します

③身近なみどりを増やします（再掲） ⑦水辺環境を保全します

④市民が農とふれあえる機会の充実を図ります ⑧湧水地、地下水を保全します

①歴史・文化とのふれあいを進めます

②歴史的文化的環境を保全します

基本目標3

①生ごみの減量を推進します ③その他の家庭系ごみの減量を推進します

②プラスチックごみの減量を推進します ④事業系ごみの適正排出・減量を推進します

①一般廃棄物処理施設を整備・運営します ③資源の有効活用を推進します

②収集体制を整備します

①災害時等のごみ処理に関する対応力を強化します ③不適正処理の防止対策を検討します

②超高齢社会の到来に伴うごみに関する問題へ対応します

基本目標4

①大気汚染・水質汚濁・騒音・振動を抑制するため、市民・事業者
への働きかけを推進します

⑤悪臭の発生防止に努めます

②大気質・水質・騒音を定期的に調査し、市民へ公表します ⑥有害化学物質等の適正管理・処理の指導を進めます

③河川へ放流する下水処理水の水質向上を図ります
⑦その他の問題の対策を考え、安心で快適な環境の実現を図り
ます

④自転車利用環境の整備を進めます【再掲】

①愛着のある景観づくりを進めます ③ごみの不法投棄、ポイ捨ての防止に努めます

②快適な道路環境づくりを進めます

基本目標5

①環境に配慮した市民・事業者を認定する制度を運用します ④次世代を担う子どもの環境教育を進めます

②環境保全活動の担い手育成制度によるエコ市民の育成、活用を図
ります

⑤事業者の環境配慮への取り組みや環境保全活動を支援します

③市民の環境学習や環境保全活動に参加する機会の充実を図ります ⑥大学等との連携を進め、環境学習の機会を創出します ・エコ宣言事業者数

①環境イベント等におけるナッジ理論等を取り入れた新たな普及啓
発方法を検討します

②市民・事業者に向けて環境に関する情報を積極的に発信します

まち並みや景観に満足して
いる市民の割合

環境について、み
んなで学び、協働
を進めるまち ①さまざまなエコ市民の育成と協働のネットワーク構築を進めます

・環境に配慮した行動を
行っている市民の割合

②誰にとってもわかりやすい環境情報を発信します
SNS等のアクセス
（ビュー）数

居住地の周辺環境（大気、
水質、騒音など）に満足し
ている市民の割合

・1人1日当たりごみ排出量

・総資源化率

・ごみの焼却による温室効
果ガス排出量

②環境に配慮した資源化施設を整備し、適正かつ安全な処理に努めます

③社会的課題への対応を強化します

生きものに関心のある市民
の割合

②水とみどりを守り活用します

・みどりとのふれあいに満
足している市民の割合
・水辺とのふれあいに満足
している市民の割合
・みどり率

③歴史的・文化的環境を守ります
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エネルギーを賢く
利用し、気候変動
の影響にも対応す
るまち

①省エネルギーの普及・導入を進めます

源流から里山、都
市が織りなす　い
のち輝くまち

①生きものの多様性を守ります

安全で快適な暮ら
しを実現するまち

①誰もが快適に安心して暮らせる環境を守ります

徹底したごみ減
量、資源化を進め
るまち

①ごみの減量を進めます

④身近な気候変動の影響への適応を進めます

②再生可能エネルギーの普及・導入を進めます

③将来的なゼロカーボンに向けたまちづくりを進めます

②美しく快適なまちを維持します

基本目標・施策の体系

施策

・公共交通機関利用者数

・市内乗用車の登録台数に
占めるEV、FCVの割合

歴史・文化とのふれあいに
満足している市民の割合

・市内の温室効果ガス排出
量
・市内のエネルギー消費量

市内の再生可能エネルギー
導入量

・台風や豪雨などへの対策
（情報収集や備蓄など）を
している市民の割合
・真夏日1日当たりの熱中
症による救急搬送者数

<関連するSDGｓのターゲット>

<関連するSDGｓのターゲット>

生きもの共生プラン

<関連するSDGｓのターゲット>

<関連するSDGｓのターゲット>

<関連するSDGｓのターゲット>

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
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